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１ 布製型枠工法 標準歩掛表 

（１）標準歩掛 法面勾配 1：1.2 （40°）未満の緩い勾配
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（２）標準歩掛 法面勾配 1：1.2 （40°）以上のきつい勾配（「ロープ高所作業」適用） 
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１－１ 標準歩掛適用条件 

（１） 法面勾配 1：1.2 （40°）未満の緩い勾配 

 

1) 法面保護工 Ｌ≒10m 程度 

2) コンクリートポンプ車のブームが届く範囲内とします。 

3) マット用懸垂杭が、施工上必要な場所に設置できること。 ℓ＝（Ｌ×0 2＋1.0)以上 

4) 施工法面内に障害物・大きな起伏が無い事とします。 

5) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います  

 

（２） 法面勾配 1：1.2 （40°）以上のきつい勾配（「ロープ高所作業」適用、P16 参照） 

 

1) 法面保護工 Ｌ≒10m 程度 

2) コンクリートポンプ車のブームが届く範囲内とします。 

3) マット用懸垂杭が、施工上必要な場所に設置できること。 ℓ＝（Ｌ×0.2＋1.0)以上 

4) 親綱用懸垂杭は、法肩から 2.0m 以上離して設置すること。 

5) 施工法面内に障害物・大きな起伏が無い事とします。 

6) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います。 
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１－２ 全般注意事項 

1) モルタル・コンクリートの注入量には、布目より脱水する余剰水の量の他に作業上の割増し量を 4％含ん

でいます。（割増し量 4％は「国土交通省土木工事標準積算基準書」建設物価調査会 平成 25 年度以前

のコンクリート打設工法の無筋構造物、コンクリート使用量の補正係数に準じています。） 

2) モルタル・コンクリートの注入量は、特殊な配合をする場合や、現地施工条件の違いにより、10％程度変動

することがあります。 

3) 本記載の標準歩掛は、規格品についてのものであり、特殊形状製品等については別途見積とします。 

4) 現場法面の整形・整備費は含んでおりません。 

5) 平均厚が 30 ㎝以上のタイプは、端部が横方向へ伸び厚みが出にくいことがあります。厚さを確保するた

め横方向への伸びを抑える対策工程が必要な場合は、布製型枠協会会員会社に問い合わせ願います。

本記載の標準歩掛は、対策工費は含んでおりません。 

6) 布製型枠工法を施工する場合には、指導的立場にある『布製型枠世話役』を必ず配置するものとします。

『布製型枠世話役』とは、現場状況に適した施工計画、使用材料（布製型枠マット・注入材料・雑材料等）

を確認し、確実な施工により施工品質を確保し、安全作業に徹する指導を担います。                                    

『布製型枠世話役』は、布製型枠協会が発行する『布製型枠工法 施工指導員資格証明書』を有する者

で、現場入場時に資格証明書を提示します。                                                             

『布製型枠世話役』の設計労務単価については、布製型枠協会会員各会社に御問合せ願います。 
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２ 布製型枠工法 護床工歩掛表 

 

護床工の現場の条件 

1) 水深 50cm 未満 

2) コンクリートポンンプ車のブームが届く範囲内とします。 

3) 水流により特に大きな作業上の影響をうけないものとします。 

4) 施工法面内に障害物・大きな起伏が無い事とします。 

5) 縦断勾配 10％未満とします。 

6) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います。 
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３ 布製型枠工法 三面張水路工歩掛表 

（１）三面張水路工 法面勾配 1：1.2 （40°）未満の緩い勾配 

 

三面張水路工 法面勾配 1：1.2 （40°）未満の緩い勾配の現場の条件 

1) 水深 50cm 未満 

2) 縦断勾配 30％未満とします。 

3) コンクリートポンンプ車のブームが届く範囲内とします。 

4) 水流により特に大きな作業上の影響をうけないものとします。 

5) マット用懸垂杭が、施工上必要な場所に設置できること。 ℓ＝（Ｌ×0.2＋1.0)以上 

6) 施工法面内に障害物・大きな起伏が無い事とします。 

7) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います。 
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（２） 三面張水路工 法面勾配 1：1.2 （40°）以上のきつい勾配（「ロープ高所作業」適用） 

 

三面張水路工 法面勾配 1：1.2 （40°）以上のきつい勾配の現場の条件 

1) 水深 50cm 未満 

2) 縦断勾配 30％未満とします。 

3) コンクリートポンンプ車のブームが届く範囲内とします。 

4) 水流により特に大きな作業上の影響をうけないものとします。 

5) マット用懸垂杭が、施工上必要な場所に設置できること。 ℓ＝（Ｌ×0.2＋1.0)以上 

6) 施工法面内に障害物・大きな起伏が無い事とします。 

7) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います。 
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４ 布製型枠工法 水中施工歩掛表 

（１）水中施工 法面勾配 1：1.2 （40°）未満の緩い勾配 
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（２）水中施工 法面勾配 1：1.2 （40°）以上のきつい勾配（「ロープ高所作業」適用） 
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４－１ 水中施工歩掛適用条件 

（１）法面勾配 1：1.2 （40°）未満の緩い勾配 

 

1) 水深 50cm 以上 

2) コンクリートポンプ車のブームが届く範囲内とします。 

3) マット用懸垂杭が、施工上必要な場所に設置できること。 ℓ＝（Ｌ×0 2＋1.0)以  

4) 施工法面内に障害物・大きな起伏が無い事とします。 

5) 波浪や水流により、特に大きな作業上の影響を受けないものとします。 

5) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います  

6) 潜水機材費、作業船を必要とする場合は別途計上願います。 

 

（２）法面勾配 1：1.2 （40°）以上のきつい勾配（「ロープ高所作業」適用、P16 参照） 

 

1) 水深 50cm 以上 

2) コンクリートポンプ車のブームが届く範囲内とします。 

3) マット用懸垂杭が、施工上必要な場所に設置できること。 ℓ＝（Ｌ×0.2＋1.0)以上 

4) 親綱用懸垂杭は、法肩から 2.0m 以上離して設置すること。 

5) 施工法面内に障害物・大きな起伏が無い事とします。 

6) 波浪や水流により、特に大きな作業上の影響を受けないものとします。 

7) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います。 

8) 潜水機材費、作業船を必要とする場合は別途計上願います。 
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５ 布製型枠工法 全面水中施工歩掛表 
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５－１ 全面水中施工歩掛適用条件 

 

 

1) 海底平場 

2) 水深 5m 以内 

3) コンクリートポンプ車のブームが届く範囲内とします。 

4) 波浪や水流により、特に大きな作業上の影響を受けないものとします。 

5) 上記条件以外は別途とします。諸経費は別途計上願います  

6) 潜水機材費、作業船を必要とする場合は別途計上願います。 
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６ 布製型枠工法 仮設大型土のう被覆工歩掛表 

（１）勾配 1：0.5 程度より緩い勾配、大型土のう芋目地積※の配置 （「ロープ高所作業」適用、P16 参照） 

※芋目地積；目地が揃っている積み方、縦方向、横方向共に並列的な積み方 
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（２）勾配 1：0.5 程度より緩い勾配、大型土のう馬目地積※の配置 （「ロープ高所作業」適用、P16 参照） 

※馬目地積；目地が揃わない積み方、千鳥配置の積み方 
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７ 「ロープ高所作業」について 

「ロープ高所作業」での危険防止のため労働安全衛生規則が改正され、平成 28 年 1 月 1 日に施行され、特

別教育に関しても平成 28 年 7 月 1 日から施行されました。改正安衛則の本文や施行通達など、詳しい内容に

つきましては、厚生労働省のホームページをご覧ください。 

 

布製型枠協会では、高さ 2m 以上、四十度以上の斜面での工事においては、「ロープ高所作業」を適用するよ

う歩掛を改訂しました。 

また、「ロープ高所作業」に関する特別教育を布製型枠協会で開催し、受講証明書を発行しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

禁
無
断
転
載



禁無断転載 

17 

 

８ 検査管理基準 

 一般的な管理基準は各土木施工管理基準に準ずるものとしますが、工法上該当しない値は、協会独自の基

準値とします。 

 

８－１ 布製型枠生地の管理基準 

布製型枠は、素材としてポリエステル及びポリアミド高強度合成繊維等を使用した織物です。高強度合成繊

維を使用していますので、モルタル・コンクリートの注入圧力に充分耐え得ると共に、織物構造が適度な目合い

を有するのでモルタル・コンクリートの混練水余剰分は絞り出され、水・セメント比が低下し硬化時間を早め、高

密度・高強度のコンクリート硬化体が得られます。 

 
 

８－２ 布製型枠 出来型（厚さ）管理基準 

布製型枠は、フレキシブルな型枠であるため、地盤状態、注入材の流動性及び法勾配等の施工条件により、

厚さの誤差が生じます。また、布製型枠の断面形状はその構造上均一ではなく、各断面の厚さの平均を公称と

しているため、細部にわたり測定管理することが出来ません。そこで、協会では検査方法と許容寸法は下記を管

理基準とします。 

 

検査方法 

   小口最厚部をスタッフ等で検測します。 

 

許容寸法 

 上記方法にて厚さ管理を実施しますが、厚さ許容寸法についてはマットの最厚部に対して公差を設け、管理

基準値とします。 

 

※会員各社マット形状の相違により、マット最厚部に対し公差を設け、管理基準値とします。 

※検査頻度は、500m2 に 1 回程度します。（事前に監督官と協議・決定するものとします。） 

※上記は標準法面部で適用するものとします。 

引 張 強 さ 1,470 N/3cm

測 定 方 式 JIS L-1096 （一般織物試験方法）
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１０ 布製型枠の供試体による強度試験の方法 

直径 150mm 程度（モルタル用）または直径 200mm 程度（コンクリート用）、長さ 500mm 程度の布製型枠で製

作したチューブに注入モルタル・コンクリートを流し込み、このチューブを下図のように高所に吊るし、布製型枠マ

ット内に注入材料を圧入することにより、モルタル又はコンクリート混練水の余剰分が布製型枠マットから絞り出

され、水・セメント比が低下する状況を再現できるようチューブ上部を充分絞ります。約 30 分後地面に下ろし、チ

ューブを切り開き、内部よりモルタル又はコンクリートを取り出し、軽く手練りの後に、JIS A 1132（コンクリートの

強度試験用供試体の作り方）によって供試体を作り、JIS A 1108（コンクリートの圧縮強度試験方法）によって圧

縮強度試験を行います。 

１１ 布製型枠工法の注入材料配合と設計強度について 

布製型枠工法に使用されるモルタル・コンクリートは、袋状の織物である布製型枠マット内に分離することなく

均等にしかもスムーズに注入できるように、高流動性と材料分離に対する抵抗性が要求されます。そのためモ

ルタルにおいてはＰロートによるフロー値が 1 ±3 秒、コンクリートにおいてはスランプ値 22±3cm の流動性が

必要となり、そのための水・セメント比（Ｗ／Ｃ）と材料分離に抵抗する単位セメント量が決定されます。 

布製型枠マットは透水性を有しているため、モルタル・コンクリート混練水の余剰分は注入圧力によって絞り

出され、水・セメント比（Ｗ／Ｃ）が低下しますので、硬化時間を早め、高密度・高強度のモルタル・コンクリート硬

化体が得られ、材齢 28 日圧縮強度はモルタルで 40N/mm2、コンクリートでは 30N/mm2 以上を発揮します。 

一般的な構造物の設計基準強度は 18～24N/mm2 であり、また現場打ちコンクリートの設計基準強度は

21N/mm2 であることから考えますと、布製型枠工法注入材料の圧縮強度は非常に高強度の結果を示しますが

前述したように布製型枠マットへの注入を可能にするための高流動性と材料分離に対する抵抗性を要求した配

合であり、強度を欲するための配合ではありません。 

前述しました材齢 28 日圧縮強度は一例で、セメント、骨材、現場条件により、結果は上下するものであり、予

め高強度の圧縮基準強度を設定することは、布製型枠工法の配合本来の意味と異なるため、設計基準強度を

21N/mm2 以上と設定するものとし、布製型枠の供試体による強度試験結果が 21N/mm2 以上であれば構造物

として充分な強度を有していると判断するものとします。 
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１２ 布製型枠工法の端部処理例 

布製型枠工法の端部は、現場の状況、状態によって次に示す処理を行います。 
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         年   月   日 

 

                    御中 

 

布 製 型 枠 工 法 単 価 表 
 

              型 施工面積 100m2 当り 

 

 

 

種 別 名 称 仕 様 数 量 単位 単 価 金 額 適 用

布 製 型 枠 マ ッ ト m2

注入モルタル・コンクリート m3

雑 材 料 ％

布 製 型 枠 世 話 役 人

普 通 作 業 員 人

法 面 工 人

潜 水 士 人

潜 水 送 気 員 人

潜 水 連 絡 員 人

布 製 型 枠 世 話 役 人

特 殊 作 業 員 人

普 通 作 業 員 人

法 面 工 人

潜 水 士 人

潜 水 送 気 員 人

潜 水 連 絡 員 人

コンクリートポンプ車 時間

小 型 揚 水 ポ ン プ 時間

合 計

雑 材 料

マ ッ ト
敷 設 費

ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ
ｺﾝ ｸ ﾘ ｰﾄ
注 入 費

機 械 費
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布製型枠協会 

URL https://www.nunokata.org/  

事務局 東京都港区新橋６－１７－２１ ＴＥＬ ０３－５４０４－５６１２（旭化成アドバンス(株)内） 

正 会 員 （製造販売） 

商 品 名 会 員 名 所 在 地 連 絡 先 

フ ァ ブ リ フ ォ ー ム ® 旭 化 成 アドバンス (株 ) 東京都港区新橋６－１７－２１ TEL 03-5404-5612 

https //www.asahi-kasei.co.jp/advance/kankyou/

コンクリートマット ® 大 嘉 産 業 ( 株 ) 東京都品川区北品川２－３２－３ TEL 03-6716-0887 

http://www.daika.co.jp/ 

タ コ ム ® 太 陽 工 業 ( 株 ) 東京都世田谷区池尻２－３３－１６ TEL 03-3714-3425 

https://www.taiyokogyo.co.jp/ 

特 別 会 員 （販売商社等） 

業 態 会 員 名 所 在 地 連 絡 先 

販 売 商 社 岡 三 リ ビ ッ ク （ 株 ） 東京都港区港南 1－８－２７ TEL 03-5782-9086 

http://www.okasanlivic.co.jp/ 

※布製型枠協会会員は正会員 3 社、特別会員 1 社の 4 社だけです。

上記 4 社以外の会社が布製型枠協会会員を騙っても当協会と何の関りも御座いません。御注意の

ほどお願い致します。

2023.09 改訂 
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